
５月19日から今年度の沖縄大学学生自治会執行部選

挙の投票が始まりました！

学生自治会は全学生の参加で学生の利害を体現して

闘う団結体です。今年３～４月の米韓軍の合同軍事演

習で沖縄の基地が出撃拠点になり、沖縄が安倍政権の

戦争政策の要となる中で、沖大生がどういう態度をと

るかが本当に重要になっています。

学生自治会は2014年から２年間の闘いで、大学当局

と学生自治会のどちらに正義があるのかをはっきりさ

せてきました。２年前の学生自治会再建は、集会参加

者に対してサークルやゼミで動員された沖大生が「帰

れコール」をやらされるところからのスタートでした。

しかし、処分やビラまき・集会・教室使用の規制に屈

せずに闘い抜く中で、昨年５月の集会では解放的な学

内デモを実現、今年は大学当局が集会当日を「全学休

講」にする中、指一本も触れられなくなりました。

今年の執行部選挙は「あかみね統一候補」の信任を

問うシール投票です。昨年は２０９票の投票がよせら

れました！ 昨年を上回る投票をよろしくお願いしま

す！

大学の主人公は学生だ！ すべての沖大生は投票と

学生自治会への参加で大学を学生の手に取り戻そう！

vol.１ 発行：2016年５月19日

連絡先：okidaijichikai@gmail.com
（沖縄大学学生自治会）

学生自治会執行部選挙
2016年度

裏面では立候補したあかみね統一候補の訴えを紹介します！

要項
●期間
５月19日(木)～５月24日(火)

●投票方法
学生自治会のメンバーがクラ

スを回ります。

他にも門前やキャンパス内に

投票所を設置しています。

昨
年
の
投
票
の
様
子



☆反戦ストでキャンパスを反戦・反基地のとりでに！
・ゼネストを闘う韓国・民主労総が参加した今年の5月沖縄闘争は、国際連帯とゼネ

ストで戦争と基地をなくす闘いが始まったことを示しています。

・沖大生の反戦集会への合流を阻止するために新歓スポーツ大会を入れて全学休講。

「この教室の6割が非正規職になる。だから（就活を）がんばれ」「最低賃金以下

で雇われても声をあげるな」と言う講義。腐敗した沖大のあり方をストライキで粉

砕し、大学を学生の手に取り戻そう！

・基地機能を止め、ベトナム戦争を止めた1971年の沖縄全島ゼネストは、基地労働

者と共に沖大生が牽引役になりました。沖大生のスト決起で全島ゼネストをよみが

えらせ、戦争と辺野古新基地建設止めよう！

☆沖大自治会の仲間Ａ君を取り戻そう！
赤嶺君、盛島君への処分撤回！

・沖大自治会の仲間Ａ君の不当逮捕は、労働者の国際連帯とゼネスト決起を恐れる安

倍政権による反戦運動弾圧だ！ 沖大生の怒りの声でＡ君を取り戻そう！

・反戦集会の開催を理由に赤嶺君・盛島君を処分した沖大当局は、戦争と治安弾圧を

進める安倍政権と完全に一体だ！ ビラまき禁止や集会・教室使用禁止の学則改悪

を強行する沖大当局を打倒しよう！

委員長候補：赤嶺 知晃（法経４・写真左）

副委員長候補：盛島 琢允（法経４・同右）

あかみね統一候補


